
にんじんのクリームスープ

　にんじんをたっぷり食べられて、バターや生クリームを使っ

ているのでコクがあって、にんじんの甘さを十分に味わえます。

ぜひ、お試しください。

食改
おすすめ
レシピ

１人分：256kcal　塩分1.56g　野菜量116g　調理時間：約30分

◎材料 （６人分）

ハサミで切り取ってお使いください。

地場産品を使った料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

△にんじんのクリームスープ
①米をといで、４０分以上水に漬けておく。にんじんと玉ねぎは薄切りにする。

②鍋にバターを溶かし、にんじんと玉ねぎをしんなりするまで焦げないように

炒める。

③②にＡとＢ、水気を切った米を加えて、ふたをしたまま米がやわらかくなる

まで煮る。煮汁が野菜と同じ位になったらミキサーにかける。

④③を鍋に戻して牛乳を加えて火にかけ、温まったら仕上げに生クリームを加

えて火を止める。

⑤④をスープ皿に盛り、砕いたクラッカーを散らす。

◆作り方

★ポイント
　時短で作りたい場合は、スライスした野菜をレンジでチンしてから炒めましょう。
煮込み時間が少なくてすむので、水の量を半分にしても大丈夫です。塩味はスープ
の素を使っているので、味を見てから塩を加減してください。にんじんをやわらか
く煮てからミキサーにかけると粒が残らずしっとり仕上がります。

にんじん … 500g　玉ねぎ … 1 個
米 ………… 50g　バター … 大さじ 3
Ａ：砂糖 … 小さじ 1　こしょう … 少々
　　塩 … 小さじ 1/2
Ｂ：固形スープの素 ……… 2 個
　　水 … 4 カップ
牛乳 … 3 カップ　
生クリーム … 1/2 カップ
クラッカー … 4 枚

 ークワードに挑戦シ

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記入）、

年齢と広報に対するご意見やご感想などを書き添え、次の宛先

までお送りください。

　〒038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬200-1

　　　　　　　　  鶴田町役場企画観光課　まちづくり班　行

　正解者の中から抽選で、鶴の里あるじゃより、あるじゃで使

える「鶴の舞橋せんべい引換券」と町より「鶴田町オリジナル

グッズ」を５名様にプレゼントします。 

応募方法

▲12月号クイズ景品　「鶴の舞せんべい」

応募締切

１/４
(火)

必着

今月のクイズ賞品今月のクイズ賞品
サ イイ ホホ ノ コ
シ チ イイ ウ ウ
ガ カカ ク カ ム
シ ゴゴ シシ ンン イ
カ ン ゴ シシ ン

◎賞品提供／道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

【クイズの解き方】

　年末の大掃除が近づいていますね。下の
文字から、縦・横・斜めに隠れている、掃
除道具を６つ消してください。残った５文
字を組み合わせた言葉が答えです。

キ ジ ウ ソ ホ
ゾ モ ス ウ ハ
ウ ツ キ マ タ
キ プ リ ク キ
ン タ ワ シ ス

★ 11 月号の答え 【シークワード 11月号の解答】

「シチゴサン」  
○キーワード（「職業」）

イシ、ホイクシ、ノウカ、コウ

ムイン、ガカ、カンゴシ

【おめでとう！ 11月号当選者】 

神照子さん、渋谷俊乃助さん、ＰＮ「ミ
ッフィー」さん、ＰＮ「コトピー」さん、
ＰＮ「カンズヤ」さん

82021年（令和３年）１２月号
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　明治・大正・昭和を駆
け抜けた女性教育者で恵
泉女学園の創立者 河合道
さんをモデルにした大河
小説です。
　女子教育の翠明期に女
性が世界を変えていく様
子を描いています。若い
方々にもおすすめの１冊
です。

　仕事・家庭・病気・経済
など苦難に直面している人
たちに「生きる力」とエー
ルを送り続けるベストセラ
ーです。
　「生きる目的を知った人
の苦労は必ず報われる苦労
です」など、心に響く言葉
が満載です。

公民館図書室のおすすめ図書をご紹介
らんたん

作／柚木麻子

なぜ生きる
著／明橋大二

　　　　　伊藤健太郎

戸 籍 の 窓
（11月届出分：敬称略）

お誕生おめでとう

町　 名 死亡者名 年齢

稲 川 貴田きみゑ 94

稲 元 澁谷　モヨ 80

大 巻 笹森　フサ 84

後 中 野 花田　清美 88

木 筒 秋庭　重里 84

西瀬良沢 松江　正昭 92

田 の 尻 山本トキエ 91

沖 佐々木正良 88

仲 町 澁谷　　例 78

大 巻 福井　美實 86

鶴 泊 工藤　勇三 77

菖 蒲 川 佐 　英清 75

前 中 野 長内　行枝 88

中 野 松山ハルエ 94

野 木 寺山ハルエ 96

境 千葉リヤウ 92

桜 町 笹森　柾行 87

強 巻 奥瀨　久光 69

松 倉 今　日出美 56

大 性 石岡　　久 84

大 性 神成　豊義 85

菖 蒲 川 中畑　あき 92

富士見町 石川きよゑ 92

間 山 出町　忠文 84

ごめい福を祈ります

町　 名 氏　　名 保護者

桂 井 片山　優
ゆ ず

珠 （秀崇） 

あさひ町 山中　太
た い が

雅 （孔明）

鷹 ノ 尾 山田　咲
さ く や

弥 （稔）

中 野 田村　　旭
あさひ

（光平）

※ この欄に載せたくない方は、

届け出の際にくらしの窓口

班へ申し出てください。

11月30日現在（前月比）
   人口  12,250 人（ －  22 人）
     男    5,736 人（ －    7 人）
     女    6,514 人（ －  15 人）
  世帯    5,373（ － 14 ）
　　出生    4 人　転入  14 人
　　婚姻    2 組　転出  16 人
　　死亡  24 人
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